
令和７年度   すくすく浦里保育園 自己評価表 

 

【評価 A：大変良い B：良い C：一部検討が必要 D：改善を要する】  実施日：令和８年３月 

 

項目 内容 評価 特記事項 

保
育
基
本
理
念
と
保
育
実
践 

園の保育方針、保育目標を職員が把握できている B ・各年齢に沿った計画というより

もどちらかというと保育士がやり

たい計画になってうまうことがあ

るため、評価・反省を踏まえ次の

計画に活かせるようにしていく。 

・子どもの主体性を大切に、保育

士がどのように環境・計画を進め

ていくか今一度見つめ直せるよう

にしていきます。 

子ども一人ひとりの人格を尊重し、主体性を大切に

した保育をしている 
B 

各年齢の発達段階を理解し、それぞれの年齢や個々

に留意した指導計画を作成している 
B 

指導計画に基づく実践を振り返り、評価し、その結

果に基づき、保育の改善をしている 
C 

子どもが主体となって活動できる環境が整備されて

いる 
B 

行事については、過去の評価や反省を反映した計画

実施をしている 
C 

家
庭
及
び
地
域
と
の
連
携
・
子
育
て
支
援 

コドモンを利用して園の様子を伝えたり家庭での様

子を伝えてもらったりし連携を図っている 
A 

・コドモンを通して連携をとって

いても伝わらないこともあり、で

きる限り、保護者との連絡や保育

者同士の連携は保てている。 

・外部からの見学については、随

時受け入れている。また、問い合

わせについても速やかに行動でき

るようにしている。 

 

懇談会や個別面談、個別相談を実施している A 

保護者アンケートを行い保護者のニーズ・意向の把

握を行っている 
B 

地域の保護者に対する子育て支援をしている 

（子ども・子育てに関する相談・園見学等） 
B 

地域における連携・交流をしている 

（自治体・関係機関・小学校・他園との連携等） 
B 

保
育
の
実
施
運
営
・
組
織 

各種会議を適切かつ効率的に進めており、会議録を

全職員に周知し、職員間の共通理解に努めている 
A 

・各種会議を進め、共通理解がで

きているように思う。今後も、会

議を通し、職員同士が報告・連

絡・相談ができやすい環境を作っ

ていく。 

・安全点検や事故防止について

は、全職員、危機管理が低く感じ

る。再度、点検等見つめ直し、強

化していく。 

・今年は、英語について研修を進

めていったが、英語を話せる職員

も少なく難しい課題となってしま

った。外国人とのコミュニケーシ

ョンを増やし、この言葉は英語で

何？の簡単な言葉から始めていき

たい。 

職員間で報告・連絡・相談の体制が機能している B 

園児や保護者に関する個人情報を適切に取り扱い、 

守秘義務の遵守を全員に周知している 
A 

苦情受付窓口を設置し、苦情解決体制が整っている A 

安全計画に基づいて、避難訓練、不審者訓練、交通

安全指導等を行っている 
B 

事故を防ぐため、事故防止チェックリストや室内外

の安全点検を行い、危機管理意識を高めている 
C 

職員の資質向上のため、園外研修、法人内研修の機

会が確保されている 
A 

保育課題への共通理解や協働性を高め、園全体とし

ての保育の質の向上にむけ、園内研究を行っている 
C 


